
岐阜県指定史跡小里城跡と小里城顕彰会　 　

令和２年６月１日

新
緑
の
美
し
い
季
節
と
な
っ
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
で
重
苦
し
い
雰
囲
気
が
漂
う
毎

日
。
外
出
制
限
で
、
感
染
拡
大
を

引
き
起
こ
さ
な
い
た
め
に
人
と
人

と
の
接
触
を
控
え
よ
と
い
う
が
、

日
々
の
喜
び
や
楽
し
み
が
い
か
に

相
互
接
触
に
よ
っ
て
養
わ
れ
る
か

を
は
っ
き
り
さ
せ
た
。
人
が
生
き

て
い
く
う
え
で
ど
う
し
て
も
外
す

こ
と
が
で
き
な
い
も
の
を
あ
ら
た

め
て
思
い
知
ら
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
今
ま
で
と
仕
事

も
社
会
の
仕
組
み
も
大
き
く
変
わ

っ
て
く
る
だ
ろ
う
し
、
新
し
い
生

き
方
を
見
直
す
良
い
機
会
で
あ
る

と
思
っ
て
い
る
。

稲
津
の
ま
ち
に
も
一
日
も
早
い

活
気
と
笑
顔
が
戻
っ
て
く
る
こ
と

を
祈
っ
て
い
る
。

�

（
小
）

今
年
一
月
、
わ
が
国
で
初
め
て
感
染
が

確
認
さ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、

瞬
く
間
に
全
国
に
広
が
り
、
私
た
ち
の
生

活
も
経
済
も
停
滞
さ
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

自
然
界
の
見
え
な
い
相
手
と
の
終
わ
り
が

見
え
な
い
戦
い
に
疲
弊
す
る
な
か
、
一
刻
も
早
い
終
息
を
願
っ
て
や
み

ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、第
十
三
回
通
常
総
会
（
通
期
二
十
三
回
）

を
四
月
二
十
五
日
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
本
来
で
あ
れ
ば
約
八
十
名

の
会
員
の
皆
様
に
参
加
い
た
だ
き
、
事
業
の
実
績
や
計
画
・
決
算
、
予

算
に
つ
い
て
審
議
を
お
願
い
す
る
場
で
し
た
が
、
書
面
に
よ
る
議
決
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
は
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改

選
を
行
い
ま
し
た
。
伊
藤
前
理
事
長
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
三
期
六
年

に
わ
た
り
稲
津
の
ま
ち
づ
く
り
の
先
頭
に
立
っ
て
い
た
だ
き
、
改
め
て

深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後
も
ご
指
導
を
お
願
い
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
新
た
に
理
事
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
私
自
身
、
重
責
に

身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
微
力
で
す
が
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
年
度
の
活
動
の
基
本
方
針
は
三
本
の
柱
と
し
ま
し
た
。「
町
民
参

加
の
輪
の
拡
大
」「
楽
し
さ
あ
ふ
れ
る
公
民
館
活
動
」
は
前
年
に
引
き

続
い
て
の
方
針
で
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
推
進
し
、
明
る
く

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
す
る
も
の
で
す
。新
た
に
追
加
し
た「
未

来
の
稲
津
の
ま
ち
」
は
、
二
十
年
、
三
十
年
後
の
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と

稲
津
に
何
を
残
す
の
か
？
何
が
残
せ
る
の
か
？
ま
ち
づ
く
り
組
織
だ
か

ら
こ
そ
出
来
る
長
期
計
画
を
決
め
て
い
き
ま
す
。

新
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
計
画
し
て
い
る
事
業
は
中
止
、
縮
小

が
続
い
て
い
ま
す
。
実
施
の
状
況
は
、「
い
な
つ
び
よ
り
」
や
「
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
」
で
発
信
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
大
変
厳
し

い
状
況
で
す
が
、
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

ますます元気なまちづくり！

皆さんの参加をお待ちしております。

広
大
な
作
業
に
な
り
ま
す
、
皆

さ
ん
の
力
を
貸
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、
現

地
に
て
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り

�

草
刈
整
備
作
業

期
　
日
　
7
月
11
日
（
土
）

場
　
所
　
小
里
城
跡
、
水
洗
・
中

学
校
線
桜
並
木
、
旧
保

育
園
跡
、
止
静
庵

時
　
間
　
7
時
30
分
（
止
静
庵
の

み
8
時
）
現
地
集
合

持
ち
物
　
草
刈
り
機
・
熊
手
な
ど

月 令和２年度　主要事業計画

4

小里城跡祈願祭� （4日）

屏風山山開き祭� （11日）

通常総会� （25日）

5
いいなっつ農園 苗植え� （16日）

稲津ふれあい映画館� （中止）

6

広報紙28号発行

稲津町青少年育成町民会議� （中止）

春の花いっぱい事業� （5日）

屏風山登山と山の音楽会� （中止）

7 小里城跡、止静庵跡、
水洗・中学校線桜並木整備事業�（11日）

8
町民夏まつり� （中止）

お年寄りと子どものふれあい広場�（19日）

9 町民ふれあい大運動会� (27日 )

10
いいなっつ農園 収穫祭� (10日 )

稲津町文化祭� (24・25日 )

11
秋の花いっぱい事業� （6日）

小里川ダム湖周ウォーキング� （8日）

12 まちづくり年末イベント� （6日）

1 広報紙29号発行

2
稲津町青少年育成町民会議� （4日）

いなつフォークビレッジ� （6・7日）

3 すぷりんぐコンサート� （6日）
※新型コロナウイルス感染防止のため、縮小または開
催できない場合があります。

小里城跡は城
しろやま

山と呼ばれ、標高約405mの山地に築かれた山城で、その築城時期については、天文3年（1534）
に小里光忠によって築城され、以後小里氏の居城となったと伝えられている。
戦国時代末期の天正2年（1574）には織田信長が改修を命じ、池田恒興を置いて対武田戦の最前線として重要な

役割を担ったが、その改修工事の内容は明らかではない。
現在も本丸曲輪（山頂部）ならびに御

ご て ん ば

殿場跡（山麓部）に曲輪（平坦面）や石垣などの遺構を確認することがで
きる市内唯一の近世城郭である。
現在の天守台は、四百余年風雪にさらされ朽ち果てていたものを、

村民有志により清掃、本城枡型として復元された旨が山頂の碑に記さ
れている。時は、昭和29年3月31日、岐阜県土岐郡稲津村祖先遺徳顕
彰会とある。町村合併が進み、瑞浪市としての市施行の年でもある。
現在は小里城顕彰会として、この流れを脈々と受け継いでいることに
なる。
小里城跡は、昭和31年6月に山頂部分が岐阜県史跡に指定され、平

成25年3月5日には御殿場跡も追加指定され、「小里城跡」の主要部分
の保護が可能になった。
小里城顕彰会は、これらの歴史的文化遺産の保護と周辺の環境整備に努めている。
これまでの活動としては、4月の祈願祭に始まり、年2、3回の草刈りと登山道整備や急な登り坂にロープを張り、

危険個所の整備を行い登山道の安全を図ってきた。また、老朽木等の伐採を行い、それを活用した椅子などの設置
や新たな案内・説明看板、パンフレット・日記帳を入れるポスト等の
設置、古くなった幟旗の立替も進め、訪れる多くの方の安全と快適な
空間づくりに努めてきた。仲間と共に、様々な活動を進めてくること
ができた。感謝の気持ちでいっぱいである。
春は桜、秋はモミジが楽しめる山城として植栽も行い、将来の憩い

の場を思い描いている。
小里城跡を含め、稲津町の歴史や伝統、文化遺産をどのように後世

へ引き継いでいくのかが課題であると感じている。地域住民との意識
の共有を図りながら、今後の活動に結び付けたい。�（文責　柴田増三）

明
日
の
い
な
つ
の
た
め
に

特
定
非
営
利
活
動
法
人　
明
日
の
稲
津
を
築
く
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

�

理
事
長　

勝　
股　
清　
治
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特定非営利活動法人
明日の稲津を築くまちづくり推進協議会

組 図織

理　事　会 事　務　局監　　　事

総　　　会

広報委員会

各実行委員会
公民館運営委員会

総務
会計

1．まちづくり推進事業
	 ①いいなっつ農園	 5月18日・10月19日
	 ②町民夏まつり（実行委員会）	 7月28日
2．社会教育推進事業
	 ①稲津町文化祭協力事業	 10月26・27日
3．文化・芸術・スポーツの推進事業
	 ①稲津ふれあい映画館「あん」	 5月25日
	 ②稲津町民ふれあい大運動会（実行委員会）	 台風の為中止
	 ③まちづくり年末イベント「クリスマスコンサート」	 12月14日
	 ④すぷりんぐコンサート	 新型コロナウイルス感染防止の為中止
4．環境保全事業
	 ①稲津花いっぱい運動（各子ども会、各長寿会他）	 6月、11月

	 ②屏風山登山と山の音楽会（雨天の為、山の音楽会のみ）	 6月29日
5．地域安全推進事業
	 ①町内巡回事業（稲津青パト隊）	 年47回
	 ②町内交通安全活動（交通安全稲津分会中心に）	 月  2回
	 ③年末夜警（第四分団）	 12月
6．社会福祉事業
	 ①お年寄りと子どものふれあい広場	 8月21日
	 ②みんなで楽しいお正月	 1月  7日
7．子どもの健全育成事業
	 ①青少年町民会議（稲津町青少年町民会議）	 6月､ 2月
	 　・あいさつ運動 (6回）
8．会議・委員会報告

	 ①理事役員会（理事 ･評議員合同会議）	 開催数　12回
	 ②指定管理委員会	 開催数　  2回
	 ③広報委員会	 発行回数　  2回
9．稲津公民館の管理運営
	 ①ロビー展示（毎月）、各種教室、講座の開催
	 ②イベントアンケートの実施	 2回
	 ③公民館運営委員会	 開催数2回
10．その他
　まちづくり加盟32団体が通常活動として、年間を通して、
生涯学習活動、地域推進活動、自然・環境美化活動、健康
福祉活動、教育活動、安全・防犯・防災活動、産業活動を
展開し「ふるさと稲津」の創造に向けて活動しています。

令和元年度　事業別報告書（主な活動のみ記載）

新しい情報　随時更新中！

稲津まちづくりホームページ

http://www.ii-nuts.jp/

令和元年度　活　動　計　算　書
平成31年4月1日から令和2年3月31日まで

特定非営利活動法人　明日の稲津を築くまちづくり推進協議会
（単位 : 円）

科　　　目 金　　　額
Ⅰ　経常収益
1　受取会費
賛助会員受取会費 100,000 100,000

2　受取助成金等
町費助成金 等 2,075,000
夢づくり交付金 1,228,000 3,303,000

3　事業収入
指定管理料 8,649,000
公民館使用料 834,590
講座受講料 57,170
チケット売上 79,000
文化祭等売上 195,300
登山農園参加費 13,900 9,828,960

4　その他収益（雑入）
印刷コピー代 178,020
雑入祝儀等 24,000
受取利息（普通　定期） 185 202,205

経常収益計 13,434,165
Ⅱ　経常費用
1　事業費
（1）人件費
給料手当 4,234,866
法定福利費 610,379
福利厚生費 109,892
人件費計 4,955,137

（2）その他経費
消耗品費 1,460,820
企画運営費 114,276
燃料費 12,330
食糧費 270,745
委託料 127,680
諸謝金 81,465
助成金 148,000
協賛金 45,000
報償費 535,320
通信費 72,330
負担金 30,770
印刷事務費 215,221
使用料 312,312
その他経費計 3,426,269
事業費計 8,381,406

2　管理費
（1）人件費
給料手当 1,814,942
法定福利費 261,591
福利厚生費 47,096
人件費計 2,123,629

（2）その他経費
消耗品費 32,329
使用料 155,310
手数料 0
役務費 132,010
委託料 1,188,662
通信費 30,845
旅費研修費 20,000
会議費 17,640
使用料及び賃借料 50,000
交際費 66,150
公課費 375,700
事務費 1,548
慶弔費 5,000
修繕費 20,570
減価償却費 222,235
その他経費計 2,317,999
管理費計 4,441,628

経常費用計 12,823,034
当期経常増減額

Ⅲ　経常外収益
経常外収益計

Ⅳ　経常外費用
経常外費用計
税引前当期正味財産増減額
法人税、住民税及び事業税
当期正味財産増減額 611,131
前期繰越正味財産額 6,149,944

次期繰越正味財産額 6,761,075

特定非営利活動に係る事業会計財産目録
令和2年3月31日　現在

特定非営利活動法人　明日の稲津を築くまちづくり推進協議会
全事業所� （単位：円）

《　資産の部　》

【流動資産】

（現金・預金）

普通預金 3,869,807

定期預金 1,616,964

現金・預金　計 5,486,771

流動資産合計 5,486,771

【固定資産】

（有形固定資産）

什器　備品 1,448,709 

有形固定資産　計 1,448,709 

固定資産合計 1,448,709

資産の部　合計 6,935,480

《　負債の部　》

【流動負債】

預り金 174,405

流動負債合計 174,405

負債の部　合計 174,405

正味財産 6,761,075

令和2年度　活　動　予　算　書
令和2年4月1日から令和3年3月31日まで

特定非営利活動法人　明日の稲津を築くまちづくり推進協議会
（単位 : 円）

科　　　目 金　　　額
Ⅰ　経常収益
1　受取会費
賛助会員受取会費 100,000 100,000

2　受取助成金等
町費助成金 等 2,250,000
夢づくり交付金 1,219,000 3,469,000

3　事業収入
指定管理料 8,729,000
公民館使用料 840,000
講座受講料 56,000
チケット売上 180,000
文化祭等売上 200,000
登山農園参加費 27,000 10,032,000
4　その他収益（雑入）
印刷コピー代 220,000
雑入祝儀等 15,000
受取利息（普通　定期）
繰入金 892,000 1,127,000
経常収益計 14,728,000

Ⅱ　経常費用
1　事業費
（1）人件費
給料手当 4,982,000
法定福利費 807,000
福利厚生費 129,000
人件費計 5,918,000

（2）その他経費
消耗品費 1,167,000
企画運営費 165,000
燃料費 23,000
食糧費 300,000
賃借料 30,000
役務費 132,000
諸謝金 370,000
助成金 148,000
協賛金 50,000
報償費 470,000
通信費 85,000
負担金 35,000
旅費研修費 7,000
公課費 370,000
印刷事務費 427,000
使用料 382,000
手数料 15,000
交際費 15,000
委託料 656,000
その他経費計 4,847,000

事業費計 10,765,000
2　管理費
（1）人件費
給料手当 2,136,000
法定福利費 346,000
福利厚生費 55,000
人件費計 2,537,000

（2)その他経費
消耗品費 60,000
使用料 158,000
委託料 710,000
通信費 50,000
旅費研修費 45,000
会議費 20,000
使用料及び賃借料 50,000
交際費 40,000
事務費 3,000
慶弔費 30,000
修繕費 30,000
減価償却費 230,000
その他経費計 1,426,000

管理費計 3,963,000
経常費用計 14,728,000
当期経常増減額

Ⅲ　経常外収益
経常外収益計

Ⅳ　経常外費用
経常外費用計
税引前当期正味財産増減額
法人税、住民税及び事業税
当期正味財産増減額

前期繰越正味財産額 6,761,075
次期繰越正味財産額 6,761,075

令和2年度　瑞浪市夢づくり地域交付金
通常事業

（単位：円）

事　　業　　名 金　　額
まちづくり推進事業 74,000

文化・芸術・スポーツ推進事業 715,000

環境保全事業 233,000

社会福祉推進事業 20,000

青少年健全育成事業 40,000

まちづくり情報発信事業 137,000

合　　計 1,219,000

まちづくり担当役員名簿
まちづくり担当部会等 NPO役職名 氏　　　名
総 　 　 　 　 括 理 事 長 勝　股　清　治
事 務 局 副 理 事 長 勝　股　　　敬
事 務 局　 会 計 副 理 事 長 小　栗　正　敏
事 務 局 長 理 　 事 正　村　京　司
自然・環境美化部会 理 　 事 板　垣　城　二

〃 理 　 事 小　林　秋　博
生 涯 学 習 部 会 理 　 事 井　箟　久　長

〃 理 　 事 和　田　　　孝
地 域 推 進 部 会 理 　 事 西　尾　治　徳
健 康・ 福 祉 部 会 理 　 事 後　藤　　　修

〃 理 　 事 井　貝　順　子
〃 理 　 事 後　藤　　　東

安全・防犯・防災部会 理 　 事 稲　葉　俊　光
〃 理 　 事 澤　井　茂　和
〃 理 　 事 和　田　建　司

教 育 部 会 理 　 事 安　藤　　　昇
〃 理 　 事 和　田　さき子

産 業 部 会 理 　 事 小　林　由　和
〃 理 　 事 岩　島　康　雄

自然・環境美化部会 評 議 員 今　井　　　收
〃 評 議 員 岩　島　房　夫
〃 評 議 員 熊　澤　博　隆

生 涯 学 習 部 会 評 議 員 中　山　尚　子
地 域 推 進 部 会 評 議 員 小　倉　由紀子

〃 評 議 員 吉　田　敏　明
教 育 部 会 評 議 員 鵜　飼　宗　稔

〃 評 議 員 和　田　　　宏
産 業 部 会 評 議 員 酒　井　尚　美

監 事 加　納　牧　雄
監 事 井　箟　正　人
顧 問 伊　藤　　　治
顧 問 小木曽　文　和
市 会 議 員 柴　田　増　三
市 会 議 員 三輪田　幸　泰
市 会 議 員 奥　村　一　仁

安全・防犯・防災部会
消 防 団 第 4 分 団 分 団 長 澤　井　茂　和
消 防 後 援 隊 隊    長 後　藤　　　東
交通安全協会稲津分会 分 会 長 稲　葉　俊　光
稲 津 青 パ ト 隊 代 表 三輪田　幸　泰

自然・環境美化部会
稲 津 い き い き 会 事 務 局 勝　股　　　敬
文 化 財 を 守 る 会 会 　 長 加　知　弘　至
小 里 城 顕 彰 会 代 表 柴　田　増　三
卯 月 会 代 　 表 愛　知　和　幸
小里川ダム公園いやす里 代 　 表 小　栗　正　敏
黒の田湿地保全ボランティア 代 　 表 稲　葉　俊　光

産 業 部 会
小 里 消 費 生 活 協 同 組 合 組 合 長 井　箟　正　人
萩 原 生 産 森 林 組 合 組 合 長 三輪田　幸　泰
稲 津 商 栄 会 会 　 長 小　林　由　和
稲 津 同 友 会 会 　 長 岩　島　康　雄

健 康・ 福 祉 部 会
社会福祉協議会稲津支部 支 部 長 小　栗　正　敏
民 生・ 児 童 委 員 会 単 位 会 長 井　貝　順　子
小 里 長 寿 ク ラ ブ 会 　 長 川　村　昭　夫
萩 原 長 寿 ク ラ ブ 会 　 長 勝　股　　　敬
稲 津 宅 老 所 運営委員長 加　藤　陽　子

教 育 部 会
瑞 浪 南 中 学 校 PTA 会 長 伊　藤　孝　之
稲 津 小 学 校 PTA 会 　 長 伊　藤　智　洋
稲 津 幼 児 園 保 護 者 会 会 　 長 稲　葉　峻　和
稲 津 子 ど も 会 連 合 会 会 　 長 和　田　　　宏
学 用 品　 リ エ ン ト リ ー 委 員 長 大　島　生　子

地区推進委員名簿
地　区　名 氏　　　名
山 の 田 １ 号 桑　原　豊　明
山 の 田 ２ 号 伊　藤　整　志
産 郷 水　野　靖　隆
中 屋 敷 山　本　孝　雄
五 郷 井　箟　眞　二
三 角 成　瀬　秀　正
神 戸 伊　藤　栄　一
下 小 里 和　田　守　弘
羽 広 日比野　由　春
須 の 宮 水　野　哲　郎
釜 糠 永　井　　　均
川 折 渡　辺　康　弘
桜 ヶ 丘 ―
棚 田 山 福　田　正　明
河 原 小　栗　有　司
小 井 戸 武　山　安　徳
水 洗 掘　　　正　和
中 洞 後　藤　　　修
上 平 磯　村　　　巧
大 牧 工　藤　岳　彦
斧 池 三輪田　幸　泰
学 園 杉　江　尚　紀

事務支援
公 民 館 長 正　村　京　司
公 民 館 総 括 主 事 大　島　千世子
公 民 館 主 事 小　嶋　伸　江

稲津地区支援総括 日比野　茂　雄
まちづくり支援職員 坂　井　ひかる
まちづくり支援職員 川　畑　篤　仁
集 落 支 援 員 中　山　智　里

地 域 推 進 部 会
稲  町  区  長  会 会 長 小木曽　文　和
稲 津 町 女 性 会 議 代 表
稲 津 町 青 少 年 町 民 会 議 会 長 小木曽　文　和
稲 荷 神 社 奉 賛 会 会 　 長 小木曽　幸　一
瑞 浪 市 役 所 職 員 稲 津 会 会　　 長 工　藤　将　哉

生 涯 学 習 部 会
体 育 協 会　 稲 津 支 部 支 部 長 熊　澤　清　和
稲 津 寿 大 学 学 級 長 小木曽　幸　一
稲津スポーツ・文化クラブ 理 事 長 今　井　　　收
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